
2021 年 12 月 Lattice Diamond 日本語ユーザーガイ ド

　

マ ッ ピング ・ プロセス （Map Design） 
註 ： 本 Lattice Diamond 日本語マニュ アルは、 日本語によ る理解のため一助と し て提供し ています。 作成にあたっては各 ト ピ ッ クについて可能な限 り 正確を期し てお 

第 6 章 　 マ ッ ピング ・ プロセス （Map Design）

6.1 概要
　 マ ッ ピング ・ プロセスでは幾つかの処理が行われます。 基本的な処理は論理合成結果から、 ターゲ ッ ト ・
デバイ スのアーキテ クチャに従って LUT およびフ リ ッ プフ ロ ッ プ （FF） に変換し ます。 その際に論理圧縮
や最適化を行います。 また、 PIC （Programmable I/O） ・ EBR ・ PLL ・ オシレータ ・ GSR などの実エレ メ ン ト に 
割 り 当て、 未使用ロジ ッ クや I/O ポー ト の削除も行います。 また、 論理的なグループ化 （partitioning） など
の制約に対する処理も行います。

　 これに伴い、 同一ス ラ イ ス に入れる LUT と フ リ ッ プフ ロ ッ プ （FF） の組み合わせを決めるパ ッ キング 
（Packing） 処理を行います （LUT+LUT、 FF+FF、 LUT+FF。 図 6-1） 。 単一ス ラ イ スには LUT と フ リ ッ プフ 
ロ ッ プを二つずつ含みます。 オプシ ョ ン設定によ り 、 動作周波数と ス ラ イ ス使用率のどち ら を優先させるか
選択する こ と ができ ますが、配置配線（PAR）結果にも大き く 影響を与えます。パッ キング後の論理は LUT/FF
ではな く 、 ス ラ イ スベースの回路 （ネ ッ ト リ ス ト ） にな り ます。

　 マ ッ ピングでは ” 物理的な ” 配置場所を決めるのではな く 、 ” 論理的な ” 変換 ・ パッ キングを行 う のみで
す。 物理的な場所の決定は次の PAR プロセスが行います。 そのため、 パッ キング処理ではタ イ ミ ング制約に
対する評価を行 う 際に、 ” 仮想的な配線遅延量 ” を用いて最適化を行います。

図 6-1. パッ キング処理のイ メ ージ

　 以上の処理に加えて、 ユーザーが与え る LPF 設計制約フ ァ イルの記述を、 フ リ ッ プフ ロ ッ プ名等から ス ラ
イ ス名に変換するなど し た ” 物理 ” 制約フ ァ イル *.prf を生成し ます。 prf には、 該当する場合には RTL ソー
ス フ ァ イル内に記述される制約や、 IP/ マ ク ロが含む特定の制約も （バッ ク グ ラ ン ド で） 統合されます。 PAR
プロセスや PAR 処理のタ イ ミ ング検証エンジンで使用されます。

　 プ ロ セ ス ・ ウ ィ ン ド ウ のマ ッ ピ ン グ部には、 サブプ ロ セ ス と し て ”Map Trace” （タ イ ミ ン グ解析） と 
”Verilog/VHDL Simulation File” （シ ミ ュ レーシ ョ ン用 RTL 生成） があ り ます （図 6-2）。 これらサブプロセス   
名の左側にチェ ッ ク ボ ッ ク スがあ り 、 チェ ッ クが入っている と マ ッ ピング実行後に、 これら も自動的に続け
て実行されます。チェ ッ ク が入っていない場合でも、サブプロセス名をダブルク リ ッ クすれば実行でき ます。
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り ますが、 必ずし も網羅的あ るいは最新でない可能性や、 オ リ ジナル英語版オン ラ イ ンヘルプや各種ド キ ュ メ ン ト と不一致があ る可能性があ り 得ます。 疑義が生じ
た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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図 6-2. マ ッ ピング ・ プロセス と サブプロセス

　 マ ッ ピ ング ・ プ ロ セス完了後 （PAR 実行前） に、 仮配線遅延を用いた静的タ イ ミ ング解析 （Map Trace） 
と、 ネ ッ ト リ ス ト を RTL に変換し たフ ァ イルによ るシ ミ ュ レーシ ョ ンでの機能検証を行 う こ と ができ ます。

　 マ ッ プ後静的タ イ ミ ング解析は、一般的に処理時間が長 く な り がちな PAR プロセスの前に検証を行 う こ と
によ って、 タ イ ミ ングが大幅に厳しいパスや要因を抽出し て、 あ ら かじめ対策を行 う こ と を可能にし ます。
マ ッ ピングでは実配線処理は行わないため、 仮の配線遅延値を用います。 第 6.4.1 項をご参照 く ださい。

6.2 ス ト ラ テジー設定

6.2.1 ス ト ラ テジー設定ウ ィ ン ド ウの起動

　 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューの ”Strategies” セ ク シ ョ ンにはス ト ラ テジーの一覧が表示されています。 各イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンで使用されるのは、 太字で表示されている （ア ク テ ィ ブな） １ つだけです。 編集でき る
のは、デフ ォル ト では”Strategy1”のみです。ダブルク リ ッ クする と、ス ト ラ テジー設定ウ ィ ン ド ウが開き ます。

図 6-3. マ ッ ピング （Map Design） のス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン

　 ス ト ラ テジーはプロセス と サブプロセス ご と に表示されますので、 ”Process” 枠から ”Map Design” を選択 
し ます ( 図 6-3)。
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6.2.2 ス ト ラ テジー設定項目の詳細

　 以下に各ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ンの詳細を記述し ます。

Command Line Options

パラ メ ータ : 文字列 デフ ォル ト  : ブラ ン ク

規定の設定可能なオプシ ョ ン以外を使用する場合に、 直接引数等を こ こに記述し ます。

IO Registering

パラ メ ータ : Input / Output / Both / None / Auto 　 　 デフ ォル ト  : Auto

I/O レジス タの使用を制御するオプシ ョ ンです。LPF 制約フ ァ イル内に I/O レジス タ使用／未使用の
制約が記述されている場合には、 それが優先されます。

Auto （デフ ォル ト ） 論理合成結果の通 り に I/O レジス タが使用されます

Input 入力レジス タのみが使用され、 出力レジス タは使用されません。 論理合成後
に出力レジス タが使用されていて も、 ス ラ イ ス内のレジス タが使用されます

Output 出力レジス タのみが使用され、 入力レジス タは使用されません。 論理合成後
に入力レジス タが使用されていて も、 ス ラ イ ス内のレジス タが使用されます

Both 入力／出力レジス タ両方が使用されます

None I/O レジス タは全 く 使用されません

Ignore Preference Errors

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

Preference File （LPF 制約フ ァ イル ） の記述にエラーがあった場合の処理に関する設定です。 どち ら  
の場合も制約フ ァ イルの記述に関する Warning メ ッ セージはロ グフ ァ イルにのみ出力され、 レポー ト
フ ァ イル （*.mrp） には出力されません。

True （デフ ォル ト ） 制約フ ァ イル記述に構文エ ラーがあった り 、 指定された リ ソースが見つか ら
な く て も、 ロ グに メ ッ セージを出力するのみで、 その制約記述を無視し て処理を行います

False 制約フ ァ イルに問題があ る と エラーと し てプロセス処理を停止し ます

Infer GSR

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

GSR （Global Set/Reset） ネ ッ ト の使用に関する設定です。 GSR ネ ッ ト は非常に負荷が大き く て も ド ラ 
イブでき る よ う に設計されたスーパーバッ フ ァ です。

True （デフ ォル ト ） マ ッ ピング処理中に最も フ ァ ンア ウ ト の多い非同期 リ セ ッ ト 信号を GSR ネ ッ
ト に割 り 当てます。 ユーザーが明示的に GSR ネ ッ ト に （ リ セ ッ ト ） 信号を指定する場合は、 プロ
セス実行前に LPF 制約フ ァ イルに以下の記述を追加し ます

GSR_NET NET < リ セ ッ ト 信号名 > ；

False GSR 配線には信号がアサイ ン されません

Overmap device if design does not fit

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

Map Design プロセスで、 リ ソース不足のためにエラーになった場合のネ ッ ト リ ス ト （.ncd） 出力に関 
する設定です。

False （デフ ォル ト ） リ ソース不足のためエラーになった場合はネ ッ ト リ ス ト が出力されません

True リ ソース不足でエラーになった場合でも ネ ッ ト リ ス ト を出力し ます。ただし、
このネ ッ ト リ ス ト を使用し た配置配線プロセスは実行でき ません
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Pack Logic Block Util. [blank or 0 to 100]

パラ メ ータ : 数値 0 ～ 100 デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

ス ラ イ ス使用率の目標値設定で、 単位は % です。 ブラ ン クは 97% を意味し ます。

デフ ォル ト で必要な ス ラ イ ス数がターゲ ッ ト ・ デバイ スのス ラ イ ス数を越えた場合で も、 こ のオプ
シ ョ ンで小さ な値に設定する こ と で収ま る こ と も あ り ます。 しかし、 小さすぎ る と 配置配線の際に局
所的な配線 リ ソースの混雑によ り 、 十分な動作速度を得られない場合があ り ます。

コマン ド オプシ ョ ンで本アルゴ リ ズムは強制オフにする こ と も可能で、 以下のよ う にし ます。

-exp parUseNBP=0

Register Retiming

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト 値 : False

レジス タ ・ リ タ イ ミ ング （フ リ ッ プフ ロ ッ プ前後の組み合わせ論理規模に大小アンバラ ン スがあ る場
合に、 論理を移動し てバラ ン ス化し、 動作ク ロ ッ ク周波数を上げる処理 ： 図 6-4） に関する設定です。

False （デフ ォル ト ） レジス タ ・ リ タ イ ミ ング処理を行いません

True レジス タ ・ リ タ イ ミ ング処理を行います

図 6-4. マ ッ ピング ・ プロセスでのレジス タ ・ リ タ イ ミ ング処理

（注） 本オプシ ョ ンを True にし て、 本処理が適用される RTL 記述があ る場合は、 注意が必要です。 ツー
ルバージ ョ ンご と にネ ッ ト リ ス ト レベルで等価ではない可能性が出て く るためです。[True] にし な く
て も良いよ う な、 バラ ン スの と れた RTL 記述にする こ と で、 ツールバージ ョ ンに依存する可能性が
あ る要因を極力排除する こ と を推奨し ます。

Report Signal Cross Reference

パラ メ ータ : True /False デフ ォル ト  : False

　 ロジ ッ ク リ ソースのパッ キング結果レポー ト に関する設定です。

False （デフ ォル ト ） レポー ト されません

True レポー ト されます （図 6-5）

図 6-5. Signal Cross Reference レポー ト 例
6-4 Lattice Diamond マ ッ ピング ・ プロセス
©2021 Macnica, Inc.



Rev.3.12
Report Symbol Cross Reference

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

　 論理ネ ッ ト が物理的にどのス ラ イ スに割 り 当て られたかを レポー ト する機能に関する設定です。

False （デフ ォル ト ） レポー ト されません

True レポー ト されます （図 6-6）

図 6-6. Symbol Cross Reference レポー ト 例

Timing Driven Mapping

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

タ イ ミ ング制約が与え られている全てのパスについて タ イ ミ ング ・ ス ラ ッ ク分布を解析し、論理の圧
縮と最適化を行い、 ク リ テ ィ カルパスのタ イ ミ ングを改善する設定です。

False （デフ ォル ト ） 論理合成結果をそのま まパッ キング し ます

True タ イ ミ ング ・ ド リ ブン ・ パッ キングを行います

Timing Driven Node Replication

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

出力先が複数のフ リ ッ プフ ロ ッ プに接続されている LUT を複製し て、 タ イ ミ ングを改善する設定で
す。 複製し た LUT と フ リ ッ プフ ロ ッ プが同一ス ラ イ スにパッ キングでき る よ う にな り 、 遅延が改善さ
れます （図 6-7）。

False （デフ ォル ト ） LUT 複製処理は行いません

True LUT 複製によ る改善処理を行います

図 6-7. Timing Driven Node Replication の作用
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Timing Driven Packing

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

タ イ ミ ング制約をベースにパッ キング処理（同一ス ラ イ スに割 り 当て る LUT/FF、FF/LUT、LUT/LUT）
を最適化する設定です。

False （デフ ォル ト ） 使用率優先のパッ キングを行います

True タ イ ミ ング ・ ド リ ブン ・ パッ キング処理を行います

6.3 プロセス ・ レポー ト

6.3.1 レポー ト ・ フ ァ イル

　 マ ッ ピ ング ・ プロセス実行時には、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーに HTML と テキ ス ト 形式のレ
ポー ト が出力されます。 内容はどち ら も同じです。 フ ァ イル名はそれぞれ以下の とお り です。

• HTML 形式 : プロ ジェ ク ト 名 _ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 _mrp.html 

• テキス ト 形式 : プロ ジェ ク ト 名 _ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 .mrp

　 HTML レポー ト は、 レポー ト ビ ューで閲覧する こ と ができ ます ( 図 6-8)。

図 6-8. マ ッ ピング ・ プロセスの HTML レポー ト 表示例

6.3.2 レポー ト 内容の概要

　 マ ッ ピング ・ プロセスの結果は、 大き く は以下のよ う な内容ご と に分類されてレポー ト されます。

Design Information

・ マ ッ ピング ・ プロセス実行時のコマン ド

・ 対象と なったデバイ ス、 など

Design Summary

・ ス ラ イ ス数やピン数など、 リ ソースの使用数、 使用率

・ ク ロ ッ ク名、 ローカル リ セ ッ ト 信号名やその負荷 （ド ラ イブし ている ス ラ イ ス数） など

・ ク ロ ッ ク と リ セ ッ ト 以外でフ ァ ンア ウ ト の多い信号名、 など
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Symbol Cross Reference

ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン [Symbol Cross Reference] が [True] の場合のみレポー ト し ます

・ ス ラ イ ス名と、 それにパッ キング されたフ リ ッ プフ ロ ッ プや LUT 名の対応

Signal Cross Reference

ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン [Signal Cross Reference] が [True] の場合のみレポー ト し ます

・ ス ラ イ ス等の各 リ ソース間を接続する信号名と、 その接続先 （ド ラ イバーと負荷）

Design Errors/Warnings

・ 各種 Error および Warning です

　 　 （LPF 制約フ ァ イルの記述エラーに関する情報はレポー ト されません）

IO (PIO) Attribute

・ I/O 名と方向

・ IO タ イプ

・ IO レジス タの使用有無

Removed Logic

・ マージ された り 負荷がなかった り と いった理由で削除された論理 リ ソースです

Memory Usage

・ イ ン ス タ ン ス ご と の メ モ リ ーの構成 ： EBR / RAM SLICE / Logic SLICE / PFU Reg.、 ビ ッ ト 幅など         
の属性、 など

PLL/DLL Summary

・ 使用 PLL/CLKDIV/ECLKSYNC などのイ ン ス タ ン ス名、 タ イプ名、 属性、 など

ASIC Components

・ PLL/DLL/CLKDIV/DQSBUF/DPRAM と いったマ ク ロ ・ コ ンポーネン ト のイ ン ス タ ン ス名です

GSR Usage

・ GSR （Global Set/Reset） に割 り 当て られた信号名、 および

・ GSR 属性のデ ィ セーブルされた、 或いはイ ネーブルされたコ ンポーネン ト と イ ン ス タ ン ス名

PGROUP Utilization

・ PGROUP 制約指定があ る場合の結果 ： ロ ジ ッ ク数、 エ リ アサイ ズ

Run Time and Memory Usage

・ マ ッ ピング ・ プロセス実行に要し た CPU 時間と メ モ リ ー

6.3.3 マ ッ ピング ・ プロセスの Error/Warning メ ッ セージ

　 マ ッ ピング ・ プロセスにおいて比較的に目にする Warning / Error メ ッ セージの意味と対処方法について記  
述し ます （ メ ッ セージはデバイ ス フ ァ ミ リ ーによ って若干変わ り ます）。

メ ッ セージ

ERROR - map: Design doesn't fit into device specified, refer to the Map report for more details.

意味 ： デザイ ンが必要とする リ ソース数がデバイ スの リ ソース数を超えた場合、 つま り 使用率が 100% を
超えた こ と を表し ます

対策 ： レポー ト の [Design Summary] を確認し て使用率が 100% を超えている リ ソース を減ら し ます
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PIO / フ リ ッ プフ ロ ッ プ / EBR / PLL が超えている場合は、 デザイ ンの修正かデバイ スの変更を行い     
ます

LUT が超えている場合は、 何らかのス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ンを変更し て論理合成から再実行する
か、 デザイ ンを修正し ます

LUT / フ リ ッ プフ ロ ッ プが 100 % 未満でス ラ イ ス数だけが 100% を超えている場合は、 まずス ト ラ テ   
ジー ・ オプシ ョ ン ”Pack Logic Block Util.” を '0' に設定し た り 、 ”Timing Driven Packing” を [True] に      
し てマ ッ ピングを再実行し ます。 それでも使用率が 100％を超え る場合は、 デザイ ンを修正し ます

メ ッ セージ

WARNING - map: IO buffer missing for top level port ‘ ポー ト 名 ’ ...logic will be discarded.

意味 ： RTL ソース フ ァ イルで、 ポー ト 宣言されていて も未使用の場合や、 接続先が削除されて し ま った
こ と を表し ます

対策例 ： 削除されるべきではないポー ト の場合は、 論理合成レポー ト を確認し て削除された原因を調査
し、 必要に応じ て修正し ます

メ ッ セージ

ERROR - map: Illegal assignment of single-ended IO_TYPE 'IO タ イプ1' to differential ‘I/O タ イプ2’ buffer            
' イ ンス タ ンス名 '.

意味 ： RTL ソース フ ァ イルで LVDS 等のバッ フ ァ を指定し ているのに、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー等で
異な る I/O タ イプを設定し た こ と を表し ます

対策 ： どち らかの指定を解除するか、 一貫性のあ る指定にし ます

メ ッ セージ

WARNING - map: 制約フ ァ イル名 （エラー行） : Syntax error on, ‘ 制約記述 ’, in this  preference, 　 ’             
制約記述 ‘;

意味 ： 制約フ ァ イル内に構文エラーがあ る こ と を表し ます

対策 ： LPF フ ァ イルの指摘された行に記述されている制約を修正し ます

メ ッ セージ

WARNING:  Using local reset signal ' リ セ ッ ト 信号名 ' to infer global GSR net.

意味 ： メ ッ セージ内の信号が GSR にアサイ ン された こ と を表し ます

対策 ： GSR へのアサイ ンに問題がなければ無視し ます。 GSR を使用し た く ない、 或いは GSR にアサイ ン
する信号を変更し たい場合は、 第 6.2.2 項の [Infer GSR] オプシ ョ ンをご参照 く ださい

6.4 マ ッ ピング後の静的タ イ ミ ング解析 （Map Trace）

6.4.1 マ ッ ピング ・ プロセスにおける配線遅延

　 タ イ ミ ング解析は LUT やフ リ ッ プフ ロ ッ プ等のゲー ト 遅延、データパスの配線遅延、およびク ロ ッ ク配線
の遅延を使用し て行われます。 ゲー ト 遅延は既知の値で解析が行われますが、 データパス と ク ロ ッ ク の配線
遅延については、 PAR 処理前では正確に知る こ と ができ ません。 このため、 マ ッ ピング後の静的タ イ ミ ング
解析では、 これらは見積も り 値 （後述） を使用し て解析を行います。

6.4.2 静的タ イ ミ ング解析の実行

　 マ ッ ピング後の静的タ イ ミ ング解析 （STA） は、 サブプロセス ”Map Trace” です （図 6-2） 。 左側にあ る  
チェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ ク を入れてマ ッ ピングを実行するか、 サブプロセス名をダブルク リ ッ ク し て実行
し ます。
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6.4.3 静的タ イ ミ ング解析のス ト ラ テジー設定

　 ス ト ラ テジー・ オプシ ョ ン設定によ って MAP Trace の解析条件やレポー ト ス タ イル等を変更する こ と がで 
き ます。 左側 ”Process” 枠で ”Map Trace” を選択し ます ( 図 6-9)。

図 6-9. Map Trace のス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン

Analysis Option

パラ メ ータ : Standard Setup and Hold Analysis / Standard Setup Analysis / Hold Analysis / Standard               
Setup with Hold Analysis on IOs デフ ォル ト  : Standard Setup and Hold Analysis

　 実行する解析内容の選択です。

Standard Setup and Hold Analysis セ ッ ト ア ッ プ / ホール ド時間解析の両方を行います

Hold Analysis ホール ド時間の解析を行います

Standard Setup Analysis セ ッ ト ア ッ プ 時 間 の 解 析 を 行 い ま す。 解 析 対 象 の 制 約 は
FREQUENCY、 CLOCK_TO_OUT、 および INPUT_SETUP ですが

Standard Setup with Hold Analysis on IOs INPUT_SETUP と CLOCK_TO_OUT 制約に対する解析を行
います

Auto Timing

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト :True

LPF 制約フ ァ イルにタ イ ミ ング制約が全 く 記述されていない場合の処理に関する設定です。

True （デフ ォル ト ） 自動的に物理制約が抽出 ・ 設定し （prf に書き出し） 、 タ イ ミ ング ・ レポー ト
にも その制約項目を含めます

False prf に制約は記述し ません。 ただし解析自体は行い、 遅延の大き なパスから順
にレポー ト し ます

Check Unconstrained Connections

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト :False

　 タ イ ミ ング制約がないコネ ク シ ョ ンのレポー ト に関する設定です。
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False （デフ ォル ト ） 何も レポー ト されません

True 解析対象外と なったコネ ク シ ョ ンがレポー ト されます

Check Unconstrained Paths

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト :False

　 タ イ ミ ング制約がないパスのレポー ト に関する設定です。

False （デフ ォル ト ） 何も レポー ト されません

True 解析対象外と なったパスがレポー ト されます

Full Name

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト :False

　 レポー ト 内の長い リ ソース名の表示に関する設定です。

False （デフ ォル ト ） コ ンポーネン ト 名が長い と短縮し て表示し ます

True 省略せずに表示し ます

Number of Unconstrained Paths (0 to 4096)

パラ メ ータ : [0 - 4096] デフ ォル ト 値 : な し （無効）

　 レポー ト する未制約パス数に関する設定です。”Check Unconstrained Paths” が [True] の場合に、レポー  
ト すべきパス数を数値で入力でき ます。

Report Asynchronous Timing Loops

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト :False

図 6-10 のよ う なフ リ ッ プフ ロ ッ プを解さ ないループや、 非同期 リ セ ッ ト を介する非同期のループな 
ど、 単純な遅延の加算では正し く 解析ができ ない可能性のあ るパスについてのレポー ト に関する設定
です。

False （デフ ォル ト ） レポー ト し ません

True レポー ト し ます

図 6-10. 非同期ループパスの例

Report Style

パラ メ ータ : Verbose Timing Report / Error Timing Report デフ ォル ト :Verbose Timing Report

　 タ イ ミ ングレポー ト に含める内容についての設定です。

Verbose Timing Report （デフ ォル ト ） エ ラーの有無に関わ らず、 制約に対し てマージンの小さ いパ
スから レポー ト し ます。 タ イ ミ ングエラーがな く て も ワース ト ケースパス を知る こ と ができ ます

Error Timing Report タ イ ミ ングエ ラーのあ るパスのみがレポー ト されます。 タ イ ミ ングエ ラーが
ない場合、 最大動作周波数はレポー ト されますがパス情報はレポー ト されません

Route Estimate Algorithm （%）

パラ メ ータ : 0 または 1 ～ 100 デフ ォル ト 値 : 0

　 解析時の仮配線遅延の見積も り に関する設定です。値は”配線遅延の割合ではない” こ と に留意し ます。
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0 （デフ ォル ト ） ツールのデフ ォル ト で設定されている配線遅延が使用されます

1 ～ 100 選択し た値がパス全体に占めるゲー ト 遅延の割合 （%） になる よ う 計算された
配線遅延が使用されます。例えば [30] を設定し た場合でゲー ト 遅延の合計が 6ns のパスがあ る と
する と、 全体の遅延は 20ns ですので、 配線遅延が 14ns になる よ う な処理が適用されます。

図 6-11. Route Estimate Algorithm を 30 に設定し た場合のレポー ト 例

　 なお、 図 6-11 において遅延要因 ”ROUTE” 行にあ る ”e” 印は、 仮の配線遅延値を用いている こ と を 
意味し ます。

Worst Case Paths （0-4096）

パラ メ ータ : 1 ～ 4096 または 0 デフ ォル ト 値 :1

　 詳細にレポー ト されるパス数に関する設定です。

1 ～ 4096 制約ご と に指定パス数の詳細がレポー ト されます

0 “Report Style” が [Error Timing Report] の場合、 何も レポー ト されません。   
[Verbose Timing Report] の場合、 全パスの詳細がレポー ト されます。 大き なデザイ ンだ と フ ァ イ  
ルサイ ズが極端に大き く な り 過ぎて開けな く な る こ と も あ り ますので、 充分に注意する必要があ
り ます。

6.5 マ ッ ピング後のタ イ ミ ング ・ レポー ト

6.5.1 レポー ト ・ フ ァ イル名

　 サブプロセス ”Map Trace” がイネーブルされている と、マ ッ ピング・プロセス実行後に、イ ンプ リ メ ンテー 
シ ョ ン ・ フ ォルダーに HTML と テキス ト 形式のタ イ ミ ング ・ レポー ト が出力されます。 内容はどち ら も同じ
ですが、 フ ァ イル名はそれぞれ以下のよ う にな り ます。 HTML レポー ト は、 レポ－ ト ビ ューで閲覧でき ます。

HTML 形式 : < プロジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >_tw1.html 

テキス ト 形式 : < プロジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >.tw1

6.5.2 レポー ト 概要

　 解析レポー ト には主に以下のよ う な項目が含まれます。

• 解析実行環境 各制約に対する解析の詳細

• 解析結果のサマ リ ー ク リ テ ィ カルネ ッ ト 情報

• ク ロ ッ ク ド メ イ ン解析情報 解析対象外コネ ク シ ョ ンやパス

• 総パス数やタ イ ミ ング制約カバレ ッ ジ
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図 6-12. Map Trace レポー ト 例

6.5.2.1 解析実行環境のレポー ト

　 図 6-12 のよ う にレポー ト フ ァ イルの先頭には、 解析を行ったツールやラ イブラ リ ーのバージ ョ ン、 解析 
対象のネ ッ ト リ ス ト および制約フ ァ イル等の情報が出力されます。 ”Report Information” の後には ”Preference 
Summary”（図 6-13） と し て各周波数制約の結果が リ ス ト されます。ス ト ラ テジー設定で ”Check Unconstrained  
Paths” を [True] にし た場合には、 未制約項目の解析結果がその後に出力されます。

　 それぞれの制約を ク リ ッ クする と詳細レポー ト 部にジャ ンプし ます。

図 6-13. 制約 （Preference） サマ リ ー部の例
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6.5.2.2 各制約の詳細レポー ト

　 与えた制約ご と に詳細な解析結果がレポー ト されます ( 図 6-14)。 先頭には、 制約記述、 その制約の対象と 
なったパス数およびエラー数がレポー ト されます。 なお、 解析対象パス数の表示は、 ス ト ラ テジーの ”Worst
Case Paths” の設定値に依存し ます。 なお、 対象パスの指定値が最大の 4096 の場合で対象がそれを超えてい 
て も、 解析は表示される最大値は 4096 です。 解析自体は全パスについて実行されます。

　 その後に、 タ イ ミ ングマージン （ス ラ ッ ク） の小さいパスから順に、 詳細情報がレポー ト されます。

　 パス ご と のレポー ト の １ 行目はタ イ ミ ング制約に対する合否判定と、 タ イ ミ ングマージン （エラーの場合
は不足分） が表示されます。 行頭が ”Passed” であれば、 タ イ ミ ング制約を満た し ています。 行末の数値がタ
イ ミ ングマージンです。

　 タ イ ミ ング制約が満た されていない場合は行頭に ”Error” と表示されます。 この場合、 行末に記載されて
いる数値が、 要求値に対する不足／超過分 （ネガテ ィ ブ ・ ス ラ ッ ク） です。

図 6-14. 詳細レポー ト 例

解析の対象パス数

エラーパス数

タイミング要求に対する合否

判定と、タイミングマージン

解析対象パスの始点と終点

パスの経路と遅延情報

　 次にレポー ト されるのはパスの始点 （Source） および終点 （Destination） のオブジ ェ ク ト 名です。 ク ロ ッ
ク で動作するオブジェ ク ト （フ リ ッ プフ ロ ッ プやブロ ッ ク メ モ リ 等） は、 オブジェ ク ト 名の右側括弧内にク
ロ ッ ク名と有効エ ッ ジ （+: 立ち上が り 、 － : 立下 り ） が表示されます。

　 個別パス レポー ト の最後は、 パス経路各遅延エレ メ ン ト ご と の遅延値、 ス ラ イ ス と ポー ト です。 配線遅延
（ROUTE） に見積も り 値が使用されている こ と を表すため、 遅延値の左側に ”e” と表記されます。 制約の種
類や回路構成に応じ て、 ク ロ ッ ク遅延も レポー ト されます。

6.5.2.3 レポー ト ・ サマ リー

　 ”Report Summary” 部が制約と解析結果のサマ リ ーです （図 6-15）。 ”Preference” は制約記述、 ”Constraint”  
は適用された制約値、 ”Actual” は解析結果、 ”Levels” はク リ テ ィ カルパスの論理回路段数です。 制約を満た
し ていない項目については、 論理回路段数の右側に ”*” 印が表示されます。
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図 6-15. Map Trace のレポー ト ・ サマ リ ー例

要求値を満たせて

いない場合に表示

される印

6.5.2.4 ク リ テ ィ カルネ ッ ト 情報

　 タ イ ミ ングエラーがあ る場合、 タ イ ミ ング制約を満た し ていないパスに共通し て含まれているネ ッ ト 名が
レポー ト されます。全てのタ イ ミ ング制約を満た し ている場合は、 この項目はレポー ト されません。”Critical
Nets” は該当するネ ッ ト 名、 ”% of total” はそのネ ッ ト を含むタ イ ミ ングエラー ・ パスの割合を表し ます。

6.5.2.5 ク ロ ッ ク ド メ イ ン解析情報

　 タ イ ミ ング解析ツールがネ ッ ト リ ス ト から抽出し た ク ロ ッ ク ・ ネ ッ ト ワーク と、 それに適用された タ イ ミ
ング制約の リ ス ト がレポー ト されます ( 図 6-16)。

　 ク ロ ッ ク ド メ イ ンを またぐパスがあった場合は、 パスの始点側フ リ ッ プフ ロ ッ プのク ロ ッ ク情報と、 その
パスに適用された制約や、その制約の対象と なったパス数が、ネステ ィ ング形式でレポー ト されます。ク ロ ッ
ク ド メ イ ン間の全てのパスに対し て、 必要な制約が設定されているかど う かが確認でき ます。

図 6-16. ク ロ ッ ク ド メ イ ン解析レポー ト 例

抽出ドメインと制約

各ドメインを終点とする別

ドメイン始点のパスと制約

6.5.2.6 未制約パス と未制約コネクシ ョ ン

　 ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン ”Check Unconstrained Paths” を [True] に設定し た場合に限 り 、 図 6-13 に示す   
よ う に、 タ イ ミ ング解析の対象と な ら なかったパスの情報がレポー ト されます （サマ リ ー部の最後の部分）。
制約が与 え ら れ る べ き パ ス が含 ま れ て い な い か ど う か を 確認 で き ま す。 未制約パ ス の タ イ プ に は
CLOCK_DOMAIN、 INPUT_SETUP、 CLOCK_TO_OUTPUT、 および MAXDELAY の 4 つがあ り ます。

　 パ ス ではな く ネ ッ ト に対す る 同様なオプシ ョ ン が、 ス ト ラ テ ジー ・ オプシ ョ ン ”Check Unconstrained 
Connections” です。 [True] に設定し た場合、 ク ロ ッ ク ド メ イ ン ・ レポー ト の次に続き ます。 与え るべき制約
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の確認と い う 目的のためには、 煩雑さ と い う 観点でパスのほ う が一般的には容易です。

6.5.2.7 タ イ ミ ングルール ・ チ ェ ッ ク （Timing Rule Check)

　 DDR Generic や DDR メ モ リ ー・ イ ン ターフ ェ イ スなど、INPUT_SETUP や CLOCK_TO_OUTPUT 制約が与え 
られている場合で、 デバイ ス固有の複数の ク ロ ッ ク系統を扱 う ハード マ ク ロが実装されている場合、 セ ッ ト
ア ッ プ / ホール ド解析レポー ト セ ク シ ョ ンの最後に本項目がレポー ト されます。 マ ク ロが正常動作するため
に規定されている内部タ イ ミ ングの DRC （Design Rule Check） 結果です。

　 　 タ イ ミ ング違反がレポー ト されている場合は、 これを解消する必要があ り ます。 通常は、 当該マ ク ロに
関連する入力ク ロ ッ ク などに周波数制約が与え られていない場合、或いは与え られていて も不適切 （不正確）
な場合が殆どです。 パスの詳細レポー ト を参照し て、 制約の追加 ・ 編集を行 う よ う にし ます。

6.5.2.8 タ イ ミ ング ・ サマ リー

　 Setup/Hold 部レポー ト の最後は、 解析されたパス数 / ネ ッ ト 数 / コネ ク シ ョ ン数と、 いわゆる カバレ ッ ジ
（coverage） のレポー ト です ( 図 6-17)。 BLOCK 制約など、 明示的に解析する必要がない と し て指定し た もの 
は、 カバレ ッ ジに含まれされます。 カバレ ッ ジは少な く と も 95% 以上と なる よ う にする こ と を推奨し ます。

図 6-17. タ イ ミ ング ・ サマ リ ー例 （セ ッ ト ア ッ プ）

6.6 シ ミ ュ レーシ ョ ン用 RTL の生成
　 シ ミ ュ レーシ ョ ン用の RTL ネ ッ ト リ ス ト は、 マ ッ ピング ・ プロセス下のサブプロセス ”VHDL Simulation 
File” および ”Verilog Simulation File” （図 6-2） で生成し ます。 左側のチェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ ク が入って   
いる と、 マ ッ ピング後に連続し て実行されます。 チェ ッ クが入っていない場合でも、 サブプロセス名をダブ
ルク リ ッ クする と実行されます。

　 ネ ッ ト リ ス ト を RTL に変換し たフ ァ イル と sdf フ ァ イルが、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーの下に
出力されます。 フ ァ イル名は、 それぞれ以下のよ う にな り ます。

ネ ッ ト リ ス ト （VHDL） : < プロ ジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >_mapvho.vho

SDF （VHDL） : < プロ ジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >_mapvho.sdf

ネ ッ ト リ ス ト （Verilog HDL） : < プロ ジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >_mapvo.vo

SDF （Verilog HDL） : < プロ ジェ ク ト 名 >_< イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 >_mapvo.sdf

　 sdf フ ァ イルの遅延値は LUT やフ リ ッ プフ ロ ッ プなどは適切な数値が入っていますが、配線遅延は全て 0ps
です。 なお、 有償 IP がデザイ ンに含まれている場合、 この機能の実行には当該 IP のフ ィ ーチャー ・ ラ イセ
ン スが必要ですので、 ご留意 く ださい。
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